
『
田
奇
詩
集
』

の
研
究

ー
!
作
者
と
詩
集
の
成
立
に
つ
い
て

序

説

中
国
の
新
詩
(
白
話
詩
・
口
語
自
由
詩
)
は
、
二
十
世
紀
の
八
十
年
代

に
入
っ
て
、
そ
の
発
展
が
空
前
の
も
の
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
作
品

の
質
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
一
歩
進
め
た
創
作
の
実
践
と
歴

史
の
検
証
を
待
た
ね
ば
な
る
ま
い
。

と
こ
ろ
で
、
西
安
の
現
代
詩
人
の
研
究
を
し
よ
う
と
す
る
時
に
は
、

我
々
は
、
先
ず
文
連
(
中
国
文
学
芸
術
界
連
合
会
)
の
中
の
、
険
西
省
作

家
協
会
所
属
の
詩
人
た
ち
の
状
況
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
西
安
の
現
代
・
当
代
詩
壇
の
事
情
に
通
じ
て
い
る
と
い
う
点
か

ら
い
っ
て
も
、
同
協
会
険
西
分
会
詩
歌
工
作
組
副
組
長
を
勤
め
た
田
奇
氏

の
存
在
は
貴
重
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
氏
の
業
績
は
研
究
し

な
い
で
お
く
訳
に
は
行
か
な
い
。
そ
の
研
究
対
象
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
目

は
田
奇
氏
個
人
の
「
詩
人
・
批
評
家
と
し
て
の
業
績
」
、
二
つ
目
は
、
「
詩

人
グ
ル
ー
プ
(
詩
人
組
)
の
組
織
の
主
要
な
責
任
者
と
し
て
の
、
主
に
世

話
役
・
裏
方
と
し
て
の
業
績
」
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
活
字
の
形
で
表
に

出
る
こ
と
が
少
な
い
か
ら
分
か
り
に
く
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
以
下

の
目
次
の
も
と
に
、
主
と
し
て
氏
の
一
つ
目
の
業
績
の
研
究
を
進
め
た
い
。
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田
奇
氏
は
、
新
詩
の
創
作
に
従
事
し
て
五
十
余
年
に
な
る
。
氏
の
詩
歌

芸
術
の
追
求
は
、
主
要
な
も
の
が
自
由
詩
で
あ
る
。
そ
の
成
敗
得
失
は
、

氏
の
『
田
奇
詩
集
』
に
収
め
ら
れ
た
詩
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
班
を
伺
う
こ

と
が
出
来
る
。
そ
こ
で
、
『
田
奇
詩
集
』
の
研
究
を
す
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
本
稿
で
は
、
本
論
の
第
二
『
田
奇
詩
集
』
の
研
究
、
迄
と
す

る第
三
『
田
奇
詩
集
』
の
作
品
研
究
、
以
下
は
、
別
稿
と
す
る
。
紙
帽
の
都

A
ロ
に
よ
る
。

内〆“
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目
次序

説

本

論

一
、
作
者
研
究

て

1
、
出
生
と
成
長
の
過
程

て

2
、
経
歴
新
詩
創
作
の
進
行
と
活
動

て

3
、
出
版
作
品
集



二
、
『
田
奇
詩
集
』
の
成
立
の
研
究

二、

l
、
詩
集
の
体
裁

二、

2
、
作
品
の
制
作
年
月

二、

3
、
作
品
群
の
主
題

二、

4
、
詩
集
の
出
版

三、

『
田
奇
詩
集
』
の
作
品
研
究

三、

ー、

主
要
主
題
論

三、

2
、
内
容
(
思
想
)
論

三、

3
、
表
現
方
法
論

四
、
諸
家
の
批
評

五

、

結

語

本

吾ob
a問

一
、
作
者
研
究

一、

1

出
生
と
成
長
の
過
程

本
名
、
劉
世
訳
。
一
九
二
八
年
、
農
歴
十
一
月
初
五
日
(
十
二
月
二
十

五
日
)
山
西
省
清
源
県
域
内
で
生
ま
れ
た
。
本
籍
は
山
西
省
析
州
市
西
高

村
。
漢
族
。
父
は
劉
清
、
字
は
印
揮
。
中
学
卒
業
。
三
十
年
代
初
め
、
県

の
公
安
局
長
を
数
年
勤
め
た
。
後
に
本
籍
地
に
帰
り
農
業
を
営
む
。
中
華

人
民
共
和
国
の
政
策
の
規
定
で
、
家
庭
は
中
農
の
身
分
で
あ
っ
た
か
ら
、

父
は
農
民
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
九
六

O
年
死
去
。
母
は
胡
氏
、
そ

の
家
庭
は
中
農
の
身
分
で
、
家
庭
婦
人
(
主
婦
)
で
、
一
九
三
四
年
死
去
。

田
奇
は
、
幼
年
期
に
は
私
塾
と
小
学
校
で
学
び
、
抗
日
戦
争
の
勃
発
後

は
学
校
を
や
め
て
放
浪
し
た
。
牛
飼
い
の
手
伝
い
を
し
た
り
、
丁
稚
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
期
間
に
、
多
く
の
中
国
古
典
文
学
作
品
を
読

み
、
文
芸
を
愛
好
し
た
。

最
初
に
現
代
の
文
学
作
品
に
接
触
し
た
の
は
、
一
九
四

O
頃
で
、
流
行

小
説
を
読
ん
で
い
た
。
中
学
に
上
が
る
時
期
に
、
新
文
学
に
接
近
し
始
め

た
.
例
え
ば
、
高
爾
基

R
8
2
U・
ゴ
l
リ
キ
l
・
・
ソ
連
の
作
家
。
一
八
六

八
i
一
九
三
六
。
)
魯
迅
の
作
品
、
普
希
金
(
宮
巴

E
-
H普
式
庚
七
戸
』

目
立
党
話
。
プ
l
シ
キ
ン
・
・
ロ
シ
ア
の
詩
人
・
小
説
家
。
一
九
七
六

1
一

八
三
七
。
)
、
文
青
(
一
九
一

o
i
一
九
九
六
。
漸
江
省
金
華
県
の
人
、
詩

人
。
『
人
民
文
学
』
主
編
、
中
国
作
家
協
会
副
首
席
。
『
文
青
全
集
』
五
巻

な
ど
が
あ
る
。
)
、
何
其
芳
(
一
九
一
二

1
一
九
七
七
。
詩
人
、
作
家
、
批

評
家
)
、
減
克
家
(
一
九

O
五
1
。
詩
人
)
な
ど
詩
人
の
詩
作
品
で
あ
る
。

四
十
年
代
、
自
由
詩
を
書
く
。
五
十
年
代
、
民
歌
体
と
格
律
体
の
詩
を

書
く
。
多
く
は
そ
の
場
限
り
の
作
で
、
生
活
感
情
が
乏
し
く
、
詩
芸
術
の

追
求
が
穏
当
で
な
く
、
形
式
的
な
傾
向
が
あ
っ
た
。
六
十
年
代
か
ら
七
十

年
代
に
掛
け
て
、
農
村
へ
十
年
間
下
放
さ
せ
ら
れ
て
、
創
作
の
空
白
を

作
っ
た
。
し
か
し
、
詩
風
の
転
換
の
た
め
に
は
思
考
に
適
度
の
空
間
を
提

供
し
た
と
も
言
え
る
。
八
十
年
代
の
始
め
に
か
な
り
明
確
な
詩
歌
芸
術
の

追
求
に
入
っ
た
。
『
田
奇
詩
集
』
は
そ
の
代
表
的
な
作
品
集
で
あ
る
。

司
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一、

2
、
経
歴
新
詩
創
作
の
進
行
と
活
動

田
奇
と
い
う
名
前
は
、
一
九
四
四
年
に
使
い
始
め
た
。

一
九
四
九
年
三



月
、
革
命
に
参
加
し
た
時
、
即
ち
こ
の
名
前
を
用
い
た
。
一
九
四
四
年
新

詩
を
書
く
こ
と
を
学
び
、
一
九
四
六
年
か
ら
山
西
省
太
原
市
の
『
太
原
日

報
』
、
『
陣
中
日
報
』
副
刊
に
、
筆
名
(
ペ
ン
ネ
ー
ム
)
洛
煤
、
丁
銀
、
間

風
起
、
を
用
い
て
新
詩
と
散
文
を
発
表
し
た
.
詩
に
「
没
有
見
過
的
墳
」

(
筆
名
は
丁
娘
)
、
「
心
」
(
筆
名
は
間
風
起
)
等
が
有
り
、
そ
の
時
期
に
刊

行
物
に
載
っ
た
詩
は
五
十
余
首
、
散
文
五
篇
で
あ
っ
た
。
一
九
四
九
年
初
、

華
北
大
学
戯
劇
学
部
を
卒
業
。
北
京
で
詩
人
田
間
(
一
九
一
六

1
一
九
八

五
。
安
徽
省
無
為
県
の
人
。
五
八
年
、
河
北
省
文
連
首
席
と
な
っ
た
.
詩

集
十
数
冊
が
あ
り
、
『
田
問
詩
文
集
』
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
)
と
知
り
合

う
。
北
京
に
い
た
聞
に
、
詩
人
蘇
金
平
、
黄
秋
池
と
交
流
し
、
併
せ
て

『
詩
号
角
』
(
北
京
出
版
)
、
田
問
主
編
の
『
詩
刊
』
、
詩
人
芦
獲
編
の
『
進

歩
日
報
』
(
天
津
出
版
)
副
刊
、
詩
人
徐
放
編
の
『
人
民
日
報
』
〈
北
京
出

版
)
副
刊
上
に
、
新
詩
を
発
表
し
た
。
後
に
、
詩
人
田
問
(
前
出
。
)
か
ら

周
而
復
(
一
九
一
四

1
.
安
徽
省
控
徳
の
人
。
上
海
統
一
戦
線
部
副
部
長
、

中
国
作
協
理
事
と
な
っ
た
事
が
あ
る
。
長
編
小
説
『
上
海
的
早
長
』
『
万
里

長
城
図
』
等
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。
)
へ
の
推
薦
で
、
上
海
で
詩
集
『
修

堤
』
を
出
版
し
た
。

同
年
冬
、
北
京
か
ら
西
安
動
務
へ
と
配
置
替
え
に
な
っ
た
。
侠
甘
寧
辺

区
文
化
協
会
曲
芸
組
に
勤
務
。
西
北
文
連
創
作
の
家
、
「
映
西
文
芸
」
編
集

部
、
中
国
作
家
協
会
西
安
分
会
(
西
北
五
省
を
管
轄
し
始
め
た
。
〈
事
務
所

の
〉
所
在
地
で
命
名
、
後
に
険
西
分
会
と
改
め
る
)
に
勤
務
し
、
創
作
員

(
西
北
文
連
専
業
作
家
〉
、
編
集
等
の
職
を
動
め
る
。

一
九
五
八
年
、
映
西
省
民
歌
整
理
小
組
組
長
と
な
り
、
焦
坪
職
工
新
民

歌
に
基
づ
き
、
歌
詞
「
唱
支
山
歌
給
党
聴
」
(
後
に
『
雷
峰
日
記
』
に
引
用

さ
れ
た
)
を
改
正
し
た
。
同
年
夏
、
全
国
民
間
文
学
工
作
者
代
表
会
議
に

出
席
し
た
。

一
九
五
九
年
、
中
国
作
家
協
会
侠
西
分
会
会
員
と
な
る
。
そ
の
後
、
中

国
作
家
協
会
陳
西
分
会
詩
歌
工
作
組
副
組
長
、
西
安
市
詩
歌
工
作
者
連
誼

会
副
主
任
、
長
安
詩
社
委
員
、
長
安
詩
家
編
委
会
顧
問
、
中
国
当
代
青
年

詩
人
叢
書
顧
問
、
西
北
工
業
大
学
文
学
社
顧
問
を
歴
任
。

な
お
、
『
中
国
文
学
家
辞
典
』
現
代
第
四
分
冊
(
一

O
二
i
一
O
三
頁
)

四
川
文
芸
出
版
社
、
一
九
八
五
年
八
月
版
、
に
伝
記
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

田
奇
氏
は
、
一
貫
し
て
新
詩
の
活
動
を
支
持
し
、
八
十
年
代
、
更
に
余

力
を
尽
く
し
た
.
全
国
で
影
響
力
の
あ
る
女
流
詩
人
計
停
(
一
九
五
二

1
。

福
建
省
泉
州
県
の
人
。
福
建
省
作
家
協
会
副
主
席
。
『
双
脆
船
』
が
あ

る
。
〉
の
詩
が
、
論
争
を
巻
き
起
こ
し
た
時
、
「
沈
思
的
三
拐
鏡
」
(
『
福
建

文
学
』
一
九
八
一
年
第
八
期
)
を
書
い
て
、
そ
の
探
求
を
肯
定
し
た
。
併

せ
て
、
詩
人
滑
水
、
劉
斌
、
ヲ
永
泉
、
商
子
秦
、
等
の
詩
集
の
出
版
に
対

し
て
あ
ら
か
じ
め
協
力
し
た
。
沙
陵
、
子
頁
、
等
の
詩
集
を
出
す
に
つ
い

て
は
、
出
版
社
と
印
刷
工
場
の
聞
を
奔
走
し
た
。
沙
陵
、
梅
紹
静
、
弓
永

泉
、
商
子
秦
、
暁
雷
の
詩
の
批
評
紹
介
で
は
、
文
壁
舟
、
玉
呆
、
貌
鋼
焔
、

と
心
を
合
わ
せ
た
。

現
在
、
中
国
作
家
協
会
会
員
、
世
界
華
文
詩
人
協
会
会
員
。
ま
た
、
一

九
九
一
年
、
険
西
省
文
史
研
究
館
館
員
(
終
身
制
)
、
一
九
九
三
年
六
月
十

日
、
侠
西
省
作
家
協
会
名
誉
理
事
に
聴
せ
ら
れ
、
一
九
九
七
年
二
月
に
は
、

文
史
館
太
華
詩
社
副
社
長
に
任
命
さ
れ
た
.

以
上
は
、
田
奇
本
人
の
提
供
し
て
く
れ
た
資
料
、
書
簡
、
田
奇
の
友
人

の
著
書
・
劉
斌
著
『
遥
遠
的
詩
壇
』
(
奥
林
匹
克
出
版
社
一
九
九
二
年

第
一
版
)
、
『
中
国
文
学
家
辞
典
』
(
前
出
)
等
に
よ
っ
て
ま
と
め
た
。
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F
h
u
 



一、

3
、
出
版
作
品
集

主
と
し
て
、
田
奇
本
人
の
提
供
し
て
く
れ
た
資
料
、
書
簡
等
に
よ
る
と
、

以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

・
短
詩
集
『
修
提
』
上
海
文
化
工
作
社
版
一
九
五
一
年
第
一
版

・
短
詩
集
『
十
輔
水
車
』
西
北
人
民
出
版
社
版
一
九
五
一
年
第
一
版

・
長
詩
単
行
本
『
蘇
文
蘭
』
西
北
五
省
報
紙
「
群
衆
日
報
」
図
書
出
版

部
一
九
五
一
年
版

・
長
詩
単
行
本
『
洛
河
曲
』
上
海
文
化
工
作
社
版
一
九
五
二
年第
一
版

・
持
情
詩
集
『
回
奇
詩
集
』
未
来
出
版
社
版
一
九
八
五
年
八
月第
一
版

『
田
奇
散
文
集
』
香
港
天
馬
図
書
有
限
公
司
一
九
九
三
年
六
月
初
版

『
田
奇
集
』
(
一
二
世
紀
峡
西
作
協
叢
書
之
て
陳
忠
実
主
編
)

天
馬
図
書
有
限
公
司
一
九
九
六
年
五
月
第
一
版

な
お
、
『
田
奇
散
文
集
』
末
尾
の
作
者
簡
介
に
、
『
中
国
作
家
大
辞
典
』
、

香
港
中
華
文
化
出
版
社
『
世
界
華
人
文
化
名
人
伝
略
』
(
文
学
巻
)
に
伝
記

が
あ
る
、
と
記
す
。
ま
た
、
発
表
評
論
百
編
と
記
す
。

『
田
奇
詩
集
』
の
成
立
の
研
究

二、

1

詩
集
の
体
裁

『
田
奇
詩
集
』
の
体
裁
(
装
丁
)
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

(
表
紙
)

縦
十
九
セ
ン
チ
、
横
十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
九
ミ
リ
。
黒
い
表

紙
に
、
金
箔
色
で
、
左
か
ら
右
へ
の
横
書
き
で
、
「
田
奇
詩
集
団
奇
未

来
出
版
社
」
と
三
行
で
凹
記
さ
れ
て
い
る
。
背
文
字
は
縦
書
き
で
、
表
紙

と
同
じ
字
が
凹
記
さ
れ
て
い
る
。

〈
見
返
し
)

こ
れ
に
は
簡
単
な
カ
ッ
ト
が
あ
る
。
桃
色
の
太
陽
ら
し
き
楕
円
形
の
も

の
、
そ
の
左
側
に
木
の
幹
、
木
の
幹
の
左
に
鳥
が
一
羽
、
太
陽
の
右
側
に

少
し
離
れ
て
太
陽
の
光
(
コ
ロ
ナ
)
で
あ
ろ
う
五
つ
の
太
く
短
い
線
、
そ

の
外
側
に
鳥
が
三
・
四
羽
.
太
陽
の
桃
色
以
外
は
薄
い
鼠
色
。

文
字
は
左
か
ら
右
へ
の
横
書
き
で
あ
る
。
太
陽
の
陽
光
の
下
あ
た
り
に
、

「
田
奇
」
、
木
の
担
元
近
く
左
に
寄
せ
て
、
「
未
来
出
版
社
」
、
そ
し
て
、
地

上
の
位
置
に
白
技
き
で
手
書
き
文
字
の
行
書
ス
タ
イ
ル
で
「
田
奇
詩
集
」

と
あ
る
。
そ
の
下
に
黒
字
に
桃
色
抜
き
で
、
「
、
コ
〉
Z

C
目
白
白
出
・
」
と
あ

る
。
「
田
奇
詩
集
」
の
字
は
他
の
字
の
四
倍
ほ
ど
の
ス
ペ
ー
ス
を
取
っ
て

い
る
。(
扉
)

こ
れ
に
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
文
字
で
左
か
ら
右
へ
「
田
奇
詩
集
」
と
あ
り
、

そ
の
下
に
、
「
田
奇
」
底
辺
に
「
未
来
出
版
社
」
の
字
が
あ
る
。

扉
の
裏
に
、
「
奥
付
け
」
に
相
当
す
る
も
の
が
あ
る
。
横
書
き
で
、
以
下

の
よ
う
に
記
蔵
さ
れ
て
い
る
。

「
責
任
編
集
一
高
華

封
面
設
計
一
王
炎
林

.
長
安
詩
叢
・

田

奇

詩

集

団

奇

著

p
h
u
 

p
h
d
 



未
来
出
版
社
出
版

(
西
安
北
大
街
1
3
1
号
)

作
家
書
屋
発
行
臨
撞
県
文
華
印
刷
廠
印
刷

7
8
7
×
1
0
9
2
事
米
3

6
開

本

印

張
3
.
3
3
3

千
字1
9
8
5
年
8
月
第
一
版

1
9
8
5
年
8
月
第
一
次
印
刷

印
数
一
ー
ー
ー
5
、
0
0
0
冊

統
一
書
号
一

1
0
3
0
3
・
6

9

定
価
…

0

・
6

5
元」

(
目
録
〉

見
出
し
に
5
行
。
以
下
、
篇
名
、
ペ
ー
ジ
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
目
録

(
目
次
)
は
一

1
五
頁
。

(
本
文
)

見
出
し
に
5
行
、
篇
毎
に
改
頁
し
て
い
る
。
六
十
一
作
品
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。
本
文
は
一

1
百
十
二
頁
。

(
裏
扉
)

著
者
の
胸
部
よ
り
上
の
顔
写
真
、
略
歴
が
あ
る
。

略
歴
は
以
下
の
通
り
。

田
奇
、
原
名
劉
世
訳
、
山
西
省
析
州
市
人
。
一
九
二
八
年
生
。
曽
出
版

短
詩
集
与
長
詩
各
両
冊
。
胡
采
称
其
前
期
短
詩
H

詩
風
朴
素
自
然
H

。

孫
克
恒
、
唐
祈
、
高
平
著
文
称
其
后
期
詩
《
中
国
的
太
陽
》
有
H

表
現
上

的
力
度
九
此
集
為
近
年
新
作
。
系
中
国
作
家
協
会
侠
西
分
会
会
員
、
井
在

該
会
工
作
。

(
裏
表
紙
)

右
下
隅
に
横
書
き
で
、

「
統
一
書
号
一

挿
頁

7 
0 

ーム

n
u
n
d
n
U

円。・
n
o
n
u

平
装
定
価
一

精
装
成
本
一

と
金
箔
色
で
凹
記
さ
れ
て
い
る

0

・
6
5
元

l
・
5
6
元」

二、

2
、
作
品
の
制
作
年
月

詩
集
に
は
六
十
一
の
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
(
連
作
を
個
別
に
数

え
れ
ば
八
十
五
篇
と
な
る
)
全
て
の
作
品
が
、
過
去
に
発
表
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

冒
頭
の
作
品
「
中
国
的
太
陽
」
は
二
九
八
三
年
夏
|
|
冬
」
と
あ
る
。

巻
末
の
作
品
「
海
辺
草
没
有
露
」
は
ご
九
八
五
年
」
と
あ
る
。
し
か
し
、

中
間
に
あ
る
作
品
は
、
必
ず
し
も
、
年
月
順
に
は
配
列
さ
れ
て
は
い
な
い
。

い
ま
、
「
篇
目
」
(
題
名
)
、
篇
末
に
あ
る
制
作
時
期
を
示
す
と
み
ら
れ
る

「
年
月
日
」
、
及
び
「
本
文
の
行
数
」
、
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

な
お
篇
目
の
前
に
付
け
た
算
用
数
字
は
、
作
品
整
理
の
た
め
に
筆
者
が
付

け
た
「
作
品
番
号
」
で
あ
る
。
ま
た
、
同
一
篇
目
(
題
名
)
の
下
に
あ
る

連
作
に
は
、

A
S
D
の
記
号
を
付
け
て
あ
る
。
連
作
の
制
作
年
月
は
、
連

作
の
最
後
の
作
品
の
末
尾
に
書
か
れ
て
い
る
。
制
作
時
期
の
記
載
が
な
い

も
の
に
は
、
篇
目
の
次
に
(
?
)
が
あ
る
。
こ
れ
も
筆
者
が
付
け
た
。

使
用
さ
れ
て
い
る
漢
字
の
字
体
は
中
国
の
筒
体
字
で
あ
る
。
本
稿
で
は

原
則
と
し
て
日
本
の
常
用
漢
字
を
使
用
し
た
。

円。
p
h
u
 

「作
品
制
作
年
月
表」

2 

中
国
的
太
陽
一
九
八
三
年
夏
|
|
冬
臼
行

春
天
在
雪
山
和
太
陽
之
問
一
九
八
三
年
夏
|
|
冬

12 
行



3 

石
河
子
的
風
一
九
八
三
年
五
月
二
十
日
石
河
子
犯
行

石
河
子
的
酒
水
車
一
九
八
三
年
五
月
十
七
日
石
河
子
日
行

石
河
子
的
傘
是
緑
的
一
九
八
三
年
五
月
十
八
日
石
河
子
凶
行

天
山
牧
場
一
九
八
三
年
六
月
子
天
山
牧
場
お
行

天
山
派

A
.
年
軽
的
天
山

l
l致
揚
牧
凶
行

B
.
沙
漠
的
十
億
只
耳
采
|
|
致
章
徳
益

M
行

c.
瀦
城

l
l致
周
溝
一
九
八
二
年
十
二
月

二
十
五

l
l二
十
七
日

4 5 6 7 8 

天
山
六
月
雪
A
.
我
的
心
有
六
条
触
角
お
行

B
.
白
雪
清
亮
的
投
影
犯
行

c.
雪
、
費
紅
了
小
手
日
行

D
.
天
山
羊
探
雪
一
九
八
三
|
|
一
九
八
四
年
同
行

新
彊
的
大
風
一
九
八
三
年
五
|
|
六
月
烏
魯
木
斉
幻
行

文
壁

l
我
的
胸
懐
|
一
九
八
三
|
|
八
四
年
四
行

我
的
眼
情
酒
落
了
春
雨
一
九
八
三
年
四
月
四
日
子
臨
温
幻
行

小
鳥
駄
来
了
清
新
的
空
気
一
九
八
三
年
四
月
五
日
子
臨
撞
お
行

小
積
捨
乳
一
九
八
三
年
四
月
六
日
子
臨
撞
凶
行

這
里
的
緑
葉
是
呑
的
一
九
八
三
年
四
月
八
日

M
行

詩
鳳
風
、
体
有
帯
刺
的
趨
跨
一
九
八
三
年
四
月
九
日
必
行

我
不
要
一
九
八
三
年
三
至
四
月
臨
撞
|
|
西
安
お
行

門
不
要
推
一
九
八
三
年
四
月
一
二
日
初
行

沈
重
的
碑
一
九
八
三
年
四
月
十
四
日
お
行

王
老
九
之
碑
一
九
八
三
年
四
月
臨
温

l
l西
安

19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 

40 
行

17 
行

23 22 21 20 

王
老
九
家
郷
的
空
気
一
九
八
三
年
四
月
臨
撞
|
|
西
安
幻
行

我
曽
経
来
過
這
里
一
九
八
三
年
四
月
臨
渥
|
|
西
安
お
行

偲
滅
的
和
燃
焼
的
火
把
一
九
八
三
年
十
月
二
十
六
日
計
行

一
張
歴
史
照
片
一
九
八
三
年
十
月
二
十
五
日
至
二
十
八
日

険
西
作
協

41 
行

32 31 30 29 28 27 26 25 24 

愛
情
老
了
一
九
八
二
年
六
月
十
六
日

8
行

心
磁
心
一
九
人
二
年
六
月
十
七
日
刊
行

不
想
念
一
九
八
二
年
六
月
十
九
日

9
行

不
説
什
弘
(
?
)
凶
行

三
月
的
風
一
九
八
二
年
三
月
三
日
|
|
ナ
五
日

登
大
雁
塔
一
九
八
二
年
四
月
二
十
一
日

M
行

西
辺
春
天
東
辺
秋
天
|
|
西
安
西
郊
紀
実
(
?
)
凶
行

和
平
路
的
拷
羊
肉
一
九
八
三
年
八
月
二
十
一
日
日
行

睡
着
的
早
畏
和
醒
着
的
早
長
一
九
八
三
年
十
月
一
日
侠
西
作
協則
行

ヴ

t
F
h
u
 

31 
行

35 34 33 

一
九
八
一
年
十
月
二
十
日
目
行

一
九
八
一
年
十
一
月
二
十
日
ロ
行

36 

麦
葉
児
纏
着
陽
光

険
北
某
詩
人
朗
読

給
家
郷
A
.
牛

ロ

行

B
.
我
放
過
的
花
牛
日
行

c.
秋

(

?

)

日

行

元
好
問
家
郷
行

A
.
津

花

河

口

行

B
.
家

山

ロ

行

c.
東
過
定
裏
口
行



日
行

一
九
八
四
年
五
月
十
一
日
|
|

二
十
一
日
映
西
作
協
ぬ
行

平
地
一
声
雷
一
九
七
九
年
六
月
五
日
ロ
行

丁
香
一
九
七
九
年
六
月
十
日
ロ
行

田
鶏
(
?
)
ロ
行

石
摺
一
九
七
九
年
七
月
一
日

8
行

無
花
果
(
?
)
ロ
行

啄
木
鳥
一
九
七
九
年
七
月
二
十
三
日
ロ
行

石
縫
丁
香
一
九
八

O
年
五
月
子
翠
花
山
帰
来

9
行

蛇

一

九

八

O
年
十
月
遊
北
京
動
物
園
偶
作

8
行

変
色
龍
一
九
八

O
年
十
月
観
北
京
動
物
園
后
作

8
行

我
是
楓
葉A
.
楓
葉
説
・
・
我
老
了

9
行

B
.
霜
与
楓
葉

9
行

c.
楓
葉
軽
歌

8
行

D
.
膿
鵬
楓
葉
一
九
八

O
年
十
月
|
|
十
二
月

太
陽
的
歌
吟
一
九
八
一
年
三
月
四
日

8
行

風
的
顔
色
一
九
八
一
年
三
月
八
日
刊
行

無
題
一
九
八
一
年
三
月
十
一
日

7
行

在
公
共
汽
車
上

A
.
姑

6
行

B
.
転
管

6
行

c.
矛

盾

一

九

八

O
年
二
月
二
十
五
日

台
湾
省
的
傘

37 

D
.
走
晋
陽
(
?
)

我
是
八
月
的
高
梁
望
紅
了
眼

47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 51 50 49 48 52 

8 
行

8 
行

A
.
黒

傘

ロ

行

B
.
我
頭
頂
有
一
染
台
湾
的
雲

一
九
八
二
年

八
月
十
八
日

12 
行

54 53 

馬

路

一

九

八

O
年
七
月
四
日

母
与
子
A
.
体
応
諾
母
親
一
些
什
弘
?

B
.
母
親
的
股
是
晴
天
却
行

c.
所
有
光
線
、
守
着
体
一
九
八
四
年
二
!
|
三
月
初
行

12 
行

31 
行

55 

何
仲
平
A
.
柄
仲
平
性
格
ロ
行

B
.
伶
坐
着

n行

c.
話
語
在
喉
曜
里

得
庚
生
先
生
A
.
書

斎

凶

行

B
.
出
血
的
眼
晴

17 
行

n
k
u
 

F
h
d
 

一
九
八
四
年
八
月
二
十
九
日

56 

一
九
八
四
年
十
月
十
三
日
|
|
十
五
日nr仔

58 57 60 59 

女
詩
人
、
弧
住
詩
的
胎
盤

年
貨
市
場
有
感

A
.
買
小
紅
蝋
燭

B
.
酔
東

8
行

c.
爆
竹

8
行

D
.
香
色
一
九
八
五
年
二
月
十
日
|
|
十
三
日

海
洗
浄
的
禦
明
一
九
八
五
年
目
行

呑
没
太
陽
的
海
一
九
八
五
年
同
行

12 
行

(
?
)
幻
行

7 
'一-11 



61 

海
辺
草
没
有
露
珠

10 
行

一
九
八
五
年

以
上
。

こ
の
表
を
見
る
と
作
者
は
ほ
ぼ
主
題
毎
に
ま
と
め
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
同
一
主
題
の
中
で
は
、
配
列
を
入
れ
換
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

(
例
え
ば
、

3
は
5
の
後
に
入
る
筈
の
も
の
で
あ
る
。
)
し
か
し
、
原
則
的

に
は
年
月
順
に
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

二、

3
、
作
品
群
の
主
題

前
項
で
検
討
し
た
「
作
品
の
配
列
の
仕
方
」
と
主
題
と
の
関
係
は
、
こ

の
詩
集
の
構
成
に
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
項
で
は
こ

の
問
題
を
細
か
く
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

こ
れ
に
付
い
て
は
、
便
宜
上
、
既
に
前
に
示
し
て
あ
る
「
作
品
制
作
年

月
表
」
の
作
品
番
号
を
使
っ
て
・
説
明
す
る
こ
と
に
す
る
。

①
・
作
品
番
号

1
1
m

l
・
「
中
国
の
太
陽
」
は
、
新
彊
の
圧
倒
的
な
強
烈
な
光
と
熱
を
放
つ

太
陽
を
描
く
こ
と
で
、
新
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
イ
を
象
徴
的
に
表
現
し
て
い

る
。
五
て
五
二
句
の
「
晒
巴
、
中
国
的
太
陽
/
体
是
我
伺
新
的
時
代
意

象
」
は
、
そ
の
表
現
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
、
巻
頭
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い

「
愛
国
の
詩
」
と
い
え
よ
う
。

2
・
新
彊
の
春
、
を
詠
っ
て
い
る
。

3
・
4
・
5
・
新
彊
の
石
河
子
の
風
、
散
水
車
、
雨
(
と
木
の
緑
)
、
を

描
い
て
い
る
。
き
わ
や
か
な
詩
で
あ
る
。

6
・
7
・
8
・
天
山
山
脈
の
麓
の
放
牧
場
の
動
物
や
人
々
の
風
景
。
雪

解
け
水
の
伏
流
、
砂
漠
の
砂
、
路
城
の
君
へ
の
便
り
。
雪
の
結
晶
、
雪
の

影
、
雪
焼
け
、
雪
を
避
け
る
羊
、
な
ど
を
詠
っ
て
い
る
。

9
・
強
風
に
よ
っ
て
動
植
物
は
鍛
え
ら
れ
る
、
と
い
う
作
者
の
見
方
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

日
・
「
ゴ
ビ
こ
そ
私
の
気
持
だ
」
と
い
う
。
こ
の
一
群
の
詩
の
結
び
ら

し
く
力
強
い
詩
で
あ
る
。

こ
の
一
群
の
作
品
は
、
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
自
然
と
生
活
を
描
写

す
る
中
で
、
中
国
国
土
の
素
晴
ら
し
き
が
巧
ま
な
い
表
現
の
中
で
詠
わ
れ

て
い
る
。

全
体
と
し
て
、
新
彊
の
自
然
の
大
き
さ
、
強
靭
さ
、
荒
々
し
き
に
好
意

を
示
し
て
い
る
。

②
・
作
品
番
号

u
i幻

日
・
王
老
九
の
思
い
出
に
涙
し
て
い
る
。

ロ
・
「
小
鳥
よ
、
私
の
心
を
連
れ
て
い
っ
て
」
と
詠
う
。
(
小
鳥
は
王
老

九
の
変
身
と
考
え
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
)

日
・
子
牛
と
母
牛
の
愛
情
、
を
詠
う
。

u
・
若
葉
の
香
り
、
を
詠
う
。

日
・
素
晴
ら
し
い
詩
、
を
詠
う
。

日
・
王
老
九
の
熱
い
血
が
欲
し
い
、
と
詠
う
。

口
・
王
老
九
の
心
を
乱
さ
な
い
で
、
と
詠
う
。

日
・
重
い
碑
は
王
老
九
の
ベ
ッ
ド
で
あ
る
、
と
詠
う
。

日
・
王
老
九
を
忘
れ
な
い
、
詠
う
。

却
・
王
老
九
の
故
郷
の
空
気
、
を
詠
う
。

幻
・
王
老
九
は
今
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
と
詠
う
。

こ
の
一
群
の
作
品
は
、
臨
撞
|
|
西
安
で
の
感
懐
を
詠
う
。
中
に
、
「
小

鳥
」
「
子
牛
と
母
牛
」
「
若
葉
」
「
詩
」
を
詠
う
も
の
も
あ
る
が
、
他
は
み
な

-I:;Q-



王
老
九
を
回
想
し
て
い
る
。
王
老
九
と
い
う
詩
人
の
偉
大
さ
を
偲
び
、
そ

の
精
神
を
受
け
継
ご
う
と
い
う
姿
勢
が
み
ら
れ
る
。

③
・
作
品
番
号

2
1
n

辺
・
消
え
た
の
と
燃
え
て
い
る
火
。

お
・
一
枚
の
写
真
。

こ
の
二
作
品
は
、
政
治
に
付
い
て
の
寸
感
を
表
現
し
て
い
る
。
毛
沢
東

(
?
)
へ
の
崇
拝
の
念
(
そ
れ
は
新
中
国
へ
の
賛
美
〉
を
表
し
て
い
る
と

も
見
ら
れ
る
。

④
・
作
品
番
号

M
i
幻

μ
・
恋
に
臆
病
に
な
っ
た
、
と
詠
う
。

お
・
あ
な
た
に
安
心
し
き
っ
て
い
る
、
と
詠
う
。

お
・
あ
な
た
が
恋
し
い
、
と
詠
う
0

2
・
あ
な
た
の
瞳
に
は
、
満
腔
の
愛
が
あ
る
、
と
詠
う
。

こ
の
一
群
の
作
品
は
、
み
な
恋
心
を
詠
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
強
烈
で

は
な
い
。
控
え
目
で
、
お
ず
お
ず
と
し
た
感
じ
で
あ
る
。

⑤
・
作
品
番
号
お

1
白

お
・
三
月
の
風
は
、
雨
を
降
ら
し
世
の
中
全
洗
っ
た
、
と
詠
う
。

m
・
大
雁
塔
で
の
愉
快
な
思
い
、
を
詠
う
。

叩
・
西
安
の
ト
マ
ト
と
キ
ュ

l
リ
の
様
子
、
を
詠
う
。

幻
・
羊
の
焼
き
肉
の
こ
と
、
を
詠
う
。

犯
・
朝
の
市
井
の
二
つ
の
様
子
、
を
詠
う
。

こ
の
一
群
の
作
品
は
、
西
安
の
自
然
と
市
民
の
生
活
の
様
相
の
描
写
、

そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
感
懐
を
表
現
し
て
い
る
。

⑥
・
作
品
番
号
お

i
幻

お
・
麦
の
葉
と
日
光
と
、

出
・
詩
人
の
朗
唱
の
強
烈
な
印
象
、
を
詠
う
。

お
・
牛
の
暖
か
さ
、
花
牛
の
思
い
出
、
秋
の
風
景
、
を
詠
う
。

お
・
元
好
問
と
同
郷
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
帰
省
し
た
と
き
の
特
別
の

感
慨
、
を
詠
う
。

訂
・
故
郷
で
の
幼
少
の
頃
の
思
い
出
、
を
詠
う
。

こ
の
一
群
の
作
品
は
、
侠
西
省
と
、
故
郷
で
の
思
い
を
表
現
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
お
は
、
山
西
省
出
身
で
金
王
朝
の
大
詩
人
で
あ
っ
た
元
好
問

を
取
り
上
げ
、
同
郷
の
大
先
達
へ
の
尊
敬
の
情
を
表
現
し
て
い
る
。

⑦
・
作
品
番
号
お

1
日

お
・
強
く
生
き
る
こ
と
へ
の
決
意
、
の
表
明
を
し
て
い
る
。

ぬ
・
丁
呑
は
強
い
花
で
あ
る
、
と
詠
う
。

ω
・
蛙
は
益
虫
と
い
わ
れ
る
が
、
歌
声
と
肉
体
を
捧
げ
、
人
に
取
っ
て

喰
わ
れ
る
、
と
詠
う
。

引
・
ザ
ク
ロ
の
表
皮
に
だ
ま
さ
れ
な
い
で
、
秋
に
は
赤
く
な
る
か
ら
、

と
詠
う
。

位
・
イ
チ
ジ
ク
は
身
を
捧
げ
種
を
残
さ
な
い
、
と
詠
う
。

幻
・
キ
ツ
ツ
キ
は
花
や
実
に
は
振
り
向
き
も
し
な
い
。
一
生
木
に
付
く

虫
の
天
敵
で
過
ご
す
、
と
詠
う
。

必
・
石
の
隙
聞
の
丁
香
は
山
の
風
に
愛
さ
れ
花
咲
き
香
る
、
と
一
詠
う
。

お
・
蛇
の
心
は
冷
た
く
、
赤
い
舌
は
敵
意
に
充
ち
て
い
る
、
と
詠
う
。

M
W

・
あ
ら
ゆ
る
境
遇
に
適
応
す
る
変
色
は
あ
な
た
の
気
骨
で
あ
る
、
と

詠
う
。訂
・
カ
エ
デ
の
陽
気
な
色
彩
、
霜
は
愛
情
の
死
者
で
あ
る
、
リ
ン
ゴ
は

私
の
歌
を
理
解
で
き
る
。
私
の
無
言
の
願
い
を
看
破
し
て
欲
し
い
。
と
詠

》
内
ノ
。

-60ー

を
詠
う
。



必
・
聞
く
耳
が
あ
れ
ば
日
本
の
歌
が
分
か
る
、
詠
う
。

mw
・
風
よ
あ
な
た
は
流
れ
止
ま
な
い
、
と
詠
う
。

印
・
日
光
は
太
陽
を
私
の
心
に
お
い
た
、
と
詠
う
。

こ
の
一
群
の
作
品
は
、
自
然
界
の
現
象
や
動
植
物
に
寄
せ
た
想
い
を
表

現
し
て
い
る
。
多
彩
な
内
容
で
あ
る
。

⑧
・
作
品
番
号
日

1
日

日
・
バ
ス
の
駅
で
の
観
察
、
カ
ー
ブ
で
の
経
験
、
車
中
で
の
会
話
、
を

詠
う
。臼
・
台
湾
製
の
傘
を
さ
し
て
の
感
想
。
雨
は
祖
国
の
土
を
懐
か
し
く
思

う
。
と
詠
う
。

日
・
道
路
に
て
の
思
考
、
を
述
べ
る
。

日
・
母
と
子
の
会
話
、
母
の
期
待
過
剰
に
子
は
何
を
約
束
し
た
か
っ
・

母
親
の
顔
は
晴
れ
て
、
生
命
の
光
と
熱
は
甘
ん
じ
て
受
け
き
せ
る
。
全

て
の
光
線
は
あ
な
た
を
見
守
っ
て
い
る
。
と
詠
う
。

こ
の
一
群
の
作
品
は
、
主
に
市
井
生
活
の
環
境
と
、
そ
こ
で
目
に
し
た

人
間
に
つ
い
て
の
感
想
を
表
現
し
て
い
る
。

⑨
・
作
品
番
号
日

1
町

民
・
何
仲
平
へ
の
思
い
、
を
詠
う
。

日
・
杜
甫
研
究
者
の
得
庚
生
先
生
へ
の
敬
愛
の
念
、
を
詠
う
。

貯
・
詩
人
へ
の
思
い
、
を
詠
う
。

こ
の
一
群
の
作
品
に
は
、
文
学
者
(
特
に
詩
人
)
に
寄
せ
る
想
い
が
強

烈
に
詠
わ
れ
て
い
る
。

叩
・
作
品
番
号
日

こ
の
作
品
は
、
市
場
で
の
正
月
用
品
の
買
い
物
と
、

を
詠
う
。
題
名
ど
お
り
の
内
容
で
あ
る
。

そ
の
物
へ
の
感
想
、

日
・
作
品
番
号
印

1
m

印
・
海
の
夜
明
け
の
美
し
さ
、
を
詠
う
。

印
・
太
陽
と
海
と
の
関
係
、
を
詠
う

飢
・
海
辺
の
草
と
露
、
を
詠
う
。

こ
の
一
群
の
作
品
は
、
自
然
界
(
特
に
海
)
を
詠
う
。
冒
頭
の
新
彊
を

詠
っ
た
部
分
は
重
量
感
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
と
は
比
較
に
は
な
ら
な
い
が
、

自
然
を
詠
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
呼
応
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
詩
集
全
体
の
テ

l
マ
の
グ
ル
ー
プ
数
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

田
奇
氏
の
目
次
で
は
、
篇
名
と
頁
数
を
記
し
た
箇
所
で
、
一
行
空
け
て

あ
る
と
こ
ろ
が
九
箇
所
あ
り
、
全
部
で
叩
グ
ル
ー
プ
の
区
分
を
示
し
て
い

る
な
お
、
田
奇
氏
の
目
次
で
は
、
お

1
日
の
箇
所
は
一
つ
に
し
て
い
る
。

そ
こ
を
、
筆
者
は
、
お

i
m、
日

1
日
の
二
つ
に
分
け
た
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
①

i
⑥
グ
ル
ー
プ
と
巻
末
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
部
分
の
分
け
方

は
、
筆
者
も
田
奇
氏
と
同
じ
で
あ
る
。
だ
だ
し
、
⑦
グ
ル
ー
プ
の
分
け
方

が
違
が
っ
て
い
る
.
筆
者
は
、
全
部
で
日
の
グ
ル
ー
プ
と
し
た
の
で
あ
る
。

作
品
を
検
討
し
た
結
果
、
田
奇
氏
と
筆
者
の
考
え
に
は
小
異
が
あ
る
が
、

上
述
の
よ
う
に
、
作
品
の
配
列
と
主
題
と
の
関
係
は
極
め
て
密
接
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。

二、

4
、
詩
集
の
出
版

一
九
八
五
年
八
月
、
五
千
冊
が
出
版
さ
れ
た
。
(
扉
の
裏
に
記
載
さ
れ

て
い
る
。
)
な
お
、
再
版
さ
れ
た
と
は
聞
い
て
い
な
い
。



(
付
記
)

こ
の
詩
集
は
陳
西
省
現
代
文
学
学
会
の
「
陳
西
十
年
詩
集
賞
」
を
受
賞

し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
九
七
(
平
成
九
)
年
八
月
下
涜

以
上
。

以
文
会
友
書
屋
に
て
記
す
。

(
追
記
)

本
論
考
を
提
出
後
の
一
九
九
七
年
十
一
月
に
、
中
国
の
西
安
市
に
い
る

著
者
団
奇
氏
か
ら
『
回
奇
集
』
一
冊
が
送
ら
れ
て
き
た
。
『
田
奇
集
』
に
は

『
田
奇
詩
集
』
所
収
以
外
の
詩
を
含
む
百
三
十
四
篇
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、

制
作
年
代
順
に
配
列
さ
れ
て
レ
る
。

従
っ
て
筆
者
が
論
及
し
た
『
田
奇
詩
集
』
に
は
右
の
作
品
集
の
三
分
の

こ
の
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
『
田
奇
集
』
に
は
短
詩

百
三
十
四
篇
の
他
に
、
散
文
四
十
三
篇
、
文
論
十
九
篇
、
付
録
七
篇
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。

円
〆
し
-

丹

h
u

一
九
九
七
(
平
成
九
)
年
十
二
月
二
十
日

(
上
越
教
育
大
学
教
授
)


